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Cisco Nexus Hyperfabric：ポートチャネルの構成

ポートチャネル

ポートチャネルは、複数の物理イーサネットリンクを 1つの論理リンクに結合するために使用される強力なレイヤ 2
ネットワーキングテクノロジーです。

各ポートチャネルはイーサネットセグメント識別子（ESI）番号によって識別されます。ESI番号は一意の 10バイト
番号です。ポートチャネルのすべてのメンバーリンクには、同じ ESIが割り当てられます。ポートチャネル番号は
ファブリック内で一意にする必要があります。これは自動的に生成されるか、またはポートチャネルの作成時にポー

トチャネル番号を指定できます。

ポートチャネルのガイドライン

• Nexus HyperFabricリンク集約制御プロトコル（LACP）：現用系をサポートします。

• Nexus HyperFabricサポートされる次のポートチャネルトポロジ：

•シンプルなリンク集約グループ（LAG）ポートチャネル。ここでは、すべての物理リンクが1つのデバイスを
別のデバイスに接続します

•スイッチのペア間の物理リンクが他のデバイスに接続するように集約されるマルチシャーシリンク集約グルー
プ（MLAGまたはMC-LAG）

•ポートチャネル IDは、ファブリック内で一意にする必要があります。

•ポートチャネルのすべてのメンバポートは同じポート速度とMTUである必要があります。

• LAGは最大 4つのメンバーポートをサポートし、最大 2つのスイッチにまたがります。

• LACPタイマーレートは 30秒の 3倍です。

サポートされるMLAGトポロジおよびサポートされないMLAGの
例

サポートされるトポロジ

次の例は、2つのMLAGを示しています。

• ESI1：leaf1および leaf2

• ESI2：Leaf3および Leaf4
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サポートされるトポロジ

この例は、4つのMLAGを示しています。

• ESI1：Leaf1および Leaf2

• ESI2：Leaf1および Leaf2

• ES3：Leaf3および Leaf4

• ESI4：Leaf3および Leaf4

次の例は、2つのMLAGを示しています。

• ESI1：Leaf1および Leaf2

• ESI2：Leaf3および Leaf4

サポートされていないトポロジ

MLAGは最大 2つのリーフスイッチにまたがります。こ
の例では、4つのリーフスイッチが集約されています。

リーフスイッチは、他のピアスイッチが各MLAGで同じ
である場合にのみ、複数のMLAGでピアとして機能でき
ます。この例では、リーフ 1とリーフ 2が 1つのMLAG
に集約され、リーフ 1とリーフ 3が別のMLAGに集約さ
れています。

MLAGは、最大4つのメンバーポートをサポートします。
この例では、3番目のMLAGに 8つの集約ポートがあり
ます。
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ポートチャネルを構成する

ポートをポートチャネルのメンバーとして選択するには、ポートに未使用 ロールが必要です。ポートチャネルを追

加すると、選択したポートのロールが [ポートチャネル（Port channel）]に変わり、ポート設定ページでロールを変更
することはできません。

ポートチャネルを設定するには、次の手順に従います。

ステップ 1 [ファブリック（Fabrics）]を選択し、目的のファブリックをクリックします。

ステップ 2 ファブリックが編集モードでない場合は、 [編集モードに切り替える（Switch to edit mode）]をクリックし
ます。

ステップ 3 [添付ファイル（Actions）]領域で、[ポートチャネル（Port Channel）]をクリックします。

既存のポートチャネルのテーブルが表示されます。

ステップ 4 [+ポートチャネルの追加（+ Add port channel）]をクリックし、次のサブステップに従います。

a) ポートチャネルには、ファブリック内で固有の IDを入力します。

IDを追加しない場合、 Cisco Nexus HyperFabricにより自動的に IDが生成されます。
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b) [スイッチ（Switches）]で、シングルシャーシポートチャネルの場合は1つのスイッチ、マルチシャー
シポートチャネルの場合は 2つのスイッチを選択します。

c) 未使用ポートのテーブルで、最大 4つのポートを選択します。

マルチシャーシポートチャネルの場合は、両方のスイッチからポートを選択します。

d) [説明（Description）]：ポートチャネルの説明を入力します。

e) [ラベル（Label）]で、 [追加（Add）]をクリックし、ラベルのテキストを入力してEnterキーを押しま
す。

f) [注釈（Annotations）]で、 [追加（Add）]をクリックして、キーと値のペアを入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

終了して変更を確定します

変更内容を確認、確定、およびプッシュするまで、ファブリックに適用されません。

（注）

この手順の詳細な説明については、『Cisco Nexus Hyperfabric:Getting Started』の「Workflow for make changes to the
fabric」を参照してください。

変更を終了して確定するには、次のステップに従います。

ステップ 1 [構成の見直し（Review configuration）]をクリックします。

ステップ 2 レビューリストで変更を確認します。

ステップ 3 [コメント（Comment）]をクリックして、プッシュします。

ステップ 4 [構成を送信する前のコメント（Comments before sending configuration）]ダイアログボックスに、変更の
理由を入力します。

ステップ 5 [構成のプッシュ（Push configuration）]をクリックします。

ポートチャネルのプロパティの表示

メンバーポート、リンクステータス、トポロジ、ラベル、注釈、LACPステータス、LACPカウンタなどのポートチャ
ネルのプロパティを表示できます。

ポートチャネルのプロパティを表示するには、次の手順に従います。

ステップ 1 [ファブリック（Fabrics）]を選択し、プロパティを表示するファブリックをクリックします。

ステップ 2 [添付ファイル（Actions）]領域で、[ポートチャネル（Port Channel）]をクリックします。
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既存のポートチャネルのテーブルが表示されます。

この表は、ポートチャネルについての次の情報を示しています。

• [ポート（Ports）]：ポートチャネルのポート数を指定します。

• [リンク状態（Link state）]：上矢印はポートチャネル内のリンクがアップしていることを示し、下矢
印はリンクがダウンしていることを示します。

• [LACPステータス（LACP status）]：上矢印はポートがアップでポートチャネルのメンバーとして動
作していることを示し、下矢印は 1つ以上のポートが個別のポートとして動作しており、ポートチャ
ネルのメンバーではないことを示します。

• [Admin state（管理状態）]：上向き矢印はポートチャネルが有効として設定されていることを示し、
下矢印はポートチャネルが無効として設定されていることを示します。

• [LACP]：LACPモードを指定します。現在、NexusHyperFabricは「アクティブ」モードのみをサポー
トしています。

この表は、ポートに関する次の情報を示しています。

• [リンク状態（Link state）]：上矢印はリンクがアップしていることを示し、下矢印はリンクがダウン
していることを示します。

• [LACPステータス（LACP status）]：上矢印はポートがアップでポートチャネルのメンバーとして動
作していることを示し、下矢印はポートが個別のポートとして動作しており、ポートチャネルのメン

バーとしてではないことを示します。

ステップ 3 ポートチャネルを展開して関連するポートを表示し、ポート名をクリックして、そのポートに関する情報
を表示します。
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ステップ 4 ポートチャネルの名前をクリックすると、そのポートチャネルに関するLACPステータス、リンクステー
タス、スイッチステータスなどの詳細情報が表示されます。

ステップ 5 ポートチャネルに関する情報を表示しているときに、 [ポートチャネルの編集（Edit port channel）]をク
リックしてそのポートチャネルを編集できます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


